
工事名：第1旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ監視用ITV設備設置工事（南ｳｲﾝｸﾞ）他１件
概 要：旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙの非常口を監視するﾊﾟﾆｯｸ扉監視ｶﾒﾗの整備において、ＩＰ伝送方式を

採用することにより整備ｺｽﾄを縮減した。

非常口(ﾊﾟﾆｯｸ扉)監視カメラのＩＰ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ伝送)化非常口(ﾊﾟﾆｯｸ扉)監視カメラのＩＰ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ伝送)化

○ 従来のﾊﾟﾆｯｸ扉監視ｶﾒﾗは、ｶﾒﾗ毎にｱﾅﾛｸﾞ方式の映像ﾒﾓﾘ装置を必要としたが、ＩＰ化によりｾﾝﾀｰ側
のｻｰﾊﾞ装置に映像を記録する方式としたことにより整備ｺｽﾄの縮減が図られた。

○ 対象工事費：１０８百万円、宿減額：５８百万円、縮減率：３５％

効 果

ＮＡＡ 成田国際空港株式会社

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」
【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③ 設計方法の見直し 】

＜従来のｱﾅﾛｸﾞ方式＞ ＜ＩＰ方式＞

映像ﾒﾓﾘ装置が
ｶﾒﾗ毎に必要
だった。
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ｻｰﾊﾞ装置に映像を記録
するので、ｶﾒﾗ毎の映像
ﾒﾓﾘ装置が不要となった。
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ｻｰﾊﾞ装置
ｱﾅﾛｸﾞ伝送 ＩＰ伝送


